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会　計 予算現額 補正額 補正後の金額
一般会計（議案第１号） 160億2,160万5,000円 2,700万円 160億4,860万5,000円

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額
一般会計（承認第１号） 160億4,860万5,000円 2,413万4,000円 160億7,273万9,000円

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果
議案第２号 境町奨学金貸付条例の一部を改正する条例案について 令和２年１月31日 即日原案可決
議案第３号 工事請負契約の締結について 令和２年１月31日 即日原案可決
議案第４号 工事変更請負契約の締結について 令和２年１月31日 即日原案可決

令和2年 第1回臨時会

令和2年 第2回臨時会

令和2年 第1回定例会

１月９日（１日間の会期）

１月31日（１日間の会期）

３月19日～３月25日（７日間の会期）

補正予算関係

補正予算関係

各議案等審議結果

　

当
初
、
３
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
８

日
間
の
会
期
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
第
１
回
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
開
会

を
３
月
19
日
に
延
期
し
25
日
ま
で
の
７
日

間
の
会
期
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
定

例
会
に
お
い
て
は
、
一
般
質
問
通
告
者
か

ら
の
質
問
の
取
下
げ
に
よ
り
一
般
質
問
を

取
り
や
め
、
ま
た
、
議
会
傍
聴
に
お
い
て

も
議
場
内
で
の
傍
聴
を
お
断
り
さ
せ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
境
町
議
会
と
し
て
最
大
限

の
ウ
イ
ル
ス
拡
散
防
止
対
策
に
よ
り
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
住
民
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

開
会
初
日
、
本
会
議
に
提
案
さ
れ
た
令

和
２
年
度
境
町
一
般
会
計
及
び
７
件
の
特

別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
は
、
予
算

特
別
委
員
会
（
須
藤
信
吉
委
員
長
）
を
設

置
し
、
３
月
24
日
に
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
、
３
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委

員
長
報
告
の
と
お
り
全
会
一
致
を
も
っ
て

可
決
さ
れ
新
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

予算特別委員会を進行する
須藤　信吉　委員長
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令和元年度境町各種会計補正予算
会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計（承認第２号） 160億7,273万9,000円 16億999万円 176億8,272万9,000円
一般会計（承認第３号） 176億8,272万9,000円 11億966万2,000円 187億9,239万1,000円
一般会計（議案第28号） 187億9,239万1,000円 △1億3,478万6,000円 186億5,760万5,000円
特
別
会
計

国民健康保険事業 30億3,400万1,000円 △2,803万9,000円 30億596万2,000円
介護保険事業 21億1,294万6,000円 △254万7,000円 21億1,039万9,000円
公共下水道事業 10億8,151万円 △807万2,000円 10億7,343万8,000円

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

議案第５号 境町住宅整備基金条例の制定について 令和2年3月25日 原案可決

議案第６号
境町ホッケー場の設置及び管理に関する条例の制定に
ついて

令和2年3月25日 原案可決

議案第７号
境町フットサル場の設置及び管理に関する条例の制定
について

令和2年3月25日 原案可決

議案第８号
河岸の駅さかいの設置及び管理に関する条例の制定に
ついて

令和2年3月25日 原案可決

議案第９号
境町地場産品研究開発施設「S-Lab」の設置及び管理
に関する条例の制定について

令和2年3月25日 原案可決

各議案等審議結果

区　分 令和２年度 令和元年度 対前年度増減率
境町一般会計 133億円 125億8,100万円 5.7％

特
別
会
計

坂東市外2か町公平委員会 70万円 70万円 －
境町住宅事業 4億6,720万円 － 皆増
境町国民健康保険事業 28億5,870万円 29億8,410万円 △4.2％
境町後期高齢者医療事業 4億8,930万円 4億6,870万円 4.4％
境町介護保険事業 19億8,790万円 19億8,240万円 0.3％
境町公共下水道事業 8億2,100万円 9億6,160万円 △14.6％
境町農業集落排水事業 2億5,720万円 2億2,690万円 13.4％

合　　　計 201億8,200万円 192億540万円 5.1％

境町水道事業 令和２年度 令和元年度 対前年度増減率
収益的収入 6億3,011万円 6億1,336万円 2.7％
収益的支出 6億810万円 6億4,755万円 △6.1％
資本的収入 370万円 400万円 △7.5％
資本的支出 2億3,121万円 3億3,337万円 △30.6％

（資本的収支の不足分については、過年度損益勘定留保資金等で補てんする。）

令和２年度　会計別予算額

補正予算関係

令和２年度　水道事業会計予算額

−3−



議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

議案第10号
境町粛粲寶美術館「S-Gallery」の設置及び管理に関する条
例の制定について

令和2年3月25日 原案可決

議案第11号
境町宿泊施設ムービングハウスの設置及び管理に関する
条例の制定について

令和2年3月25日 原案可決

議案第12号 境町行政組織設置条例の一部を改正する条例案について 令和2年3月25日 原案可決

議案第13号 境町印鑑条例の一部を改正する条例案について 令和2年3月25日 原案可決

議案第14号
境町職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条
例案について

令和2年3月25日 原案可決

議案第15号
境町パートタイム会計年度任用職員の報酬，期末手当及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案につい
て

令和2年3月25日 原案可決

議案第16号
境町地域優良賃貸住宅整備基金条例の一部を改正する条
例案について

令和2年3月25日 原案可決

議案第17号 境町特別会計条例の一部を改正する条例案について 令和2年3月25日 原案可決

議案第18号
境町医療費助成に関する条例の一部を改正する条例案に
ついて

令和2年3月25日 原案可決

議案第19号 境町営住宅管理条例の一部を改正する条例案について 令和2年3月25日 原案可決

議案第20号 境町都市公園条例の一部を改正する条例案について 令和2年3月25日 原案可決

議案第21号
境町親子ふれあい館の設置及び管理に関する条例の全部
を改正する条例案について

令和2年3月25日 原案可決

議案第22号
境町ふれあいの里子育て支援センターの設置及び管理に
関する条例を廃止する条例案について

令和2年3月25日 原案可決

議案第23号 さかい子育て支援センターの指定管理者の指定について 令和2年3月25日 原案可決

議案第24号 河岸の駅さかいの指定管理者の指定について 令和2年3月25日 原案可決

議案第25号
境町地場産品研究開発施設「S-Lab」の指定管理者の指定
について

令和2年3月25日 原案可決

議案第26号
境町粛粲寶美術館「S-Gallery」の指定管理者の指定につい
て

令和2年3月25日 原案可決

議案第27号
境町宿泊施設ムービングハウスの指定管理者の指定につ
いて

令和2年3月25日 原案可決

議案第41号 財産の無償貸付けについて 令和2年3月25日 原案可決

議案第42号 事業変更契約の締結について 令和2年3月19日
即　　日
原案可決

議案第43号 工事変更請負契約の締結について 令和2年3月19日
即　　日
原案可決

議案第44号 都市公園を設置すべき区域の決定について 令和2年3月25日 原案可決

発議第１号 境町議会予算特別委員会の設置について 令和2年3月19日
即　　日
原案可決
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○
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て

は
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

無
傍
聴
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
密
閉
空
間

を
避
け
る
た
め
、
議
場
す
べ
て
の
ド
ア

を
開
放
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

○
境
町
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任

命
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
ら

れ
、
全
会
一
致
で
即
日
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　
境
町
大
字
上
小
橋

　
青
谷
　
洋
治
　
氏

 

○
境
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の

同
意
を
求
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で

即
日
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
境
町
大
字
塚
崎

　
影
山
　
孝
　
氏

 

再　任新　任

人

事

案

件

　

定
例
会
最
終
日
の
３
月
25
日
に
、
子
育
て
支

援
施
設
の
一
つ
で
あ
る
親
子
ふ
れ
あ
い
館
、
及

び
全
天
候
型
へ
整
備
さ
れ
た
ニ
コ
ニ
コ
パ
ー
ク
、

ま
た
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
と
の
友
好
の
証

で
あ
る
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
会
館
等
、
境
町
内
12
の

施
設
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
施
設
が
増
え
、
更
に
活
気
あ
る
境

町
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
月
17
日
に
山
形
県
東
根
市
に
小
規
模

特
認
校
等
、
教
育
施
策
全
般
に
つ
い
て
視

察
研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
町
に
お

け
る
学
区
編
成
等
の
教
育
施
策
に
活
か
せ

る
よ
う
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
今
後
も

調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

境
町
内
施
設
の
視
察

山
形
県
東
根
市
教
育
施
策
研
修

議 

会 

活 

動
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子
育
て
支
援
で
全
国
的
に
有
名
な
兵

庫
県
明
石
市
に
お
い
て
、
去
る
１
月
17

日
視
察
研
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

明
石
市
で
は
「
こ
ど
も
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て

お
り
、
予
算
・
人
材
共
に
子
育
て
支
援

施
策
へ
シ
フ
ト
し
、
結
果
と
し
て
税
収

増
人
口
増
と
な
り
、
更
な
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
で
き
る
と
い
う
好
循
環
が

生
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
後
、

当
町
に
お
け
る
子
育
て
支
援
施
策
を
更

に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
町
と
共
に
積
極

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
道
３
５
４
号
整
備
促
進
協
議
会
で

は
、
２
月
４
日
、
茨
城
県
庁
に
お
い
て

合
同
要
望
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
で
は
、
森
田
悦
男
茨
城

県
議
会
議
長
並
び
に
伊
藤
高
茨
城
県
土
木

部
長
へ
国
道
３
５
４
号
の
一
日
も
早
い
開

通
に
向
け
た
支
援
を
求
め
る
要
望
書
を
提

出
い
た
し
ま
し
た
。
境
町
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
国
道
３
５
４
号
に
お
け
る
古

河
・
境
間
の
早
期
開
通
を
目
指
し
、
引
き

続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

去
る
２
月
19
日
に
茨
城
県
市
町
村
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
町
村
自
治
功

労
者
表
彰
式
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

境
町
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
寄

与
さ
れ
た
小
川
幸
二
氏
と
、
国
民
健
康

保
険
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
た
石
川
昌
利

氏
の
２
名
が
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
境
町
議
会
か
ら
も
、
こ

の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
２
月
20
日
に
茨
城
県
市
町
村
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
自
治
研
究
会

に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

早
稲
田
大
学
公
共
経
営
大
学
院
教
授

で
あ
る
片
山
善
博
氏
よ
り
「
地
方
の
再

生
と
日
本
の
将
来
」
に
つ
い
て
の
講
演

が
行
わ
れ
、
地
方
創
生
に
つ
い
て
研
修

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

兵
庫
県
明
石
市

「
あ
か
し
こ
ど
も
広
場
」
視
察

国
道
３
５
４
号
整
備
促
進
協

議
会
要
望
活
動

令
和
元
年
度

町
村
自
治
功
労
者
表
彰
式

令
和
元
年
度

町
村
議
会
議
員
自
治
研
究
会
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当
委
員
会
で
は
、
去
る
１
月
20
日
か
ら
21

日
に
わ
た
り
佐
賀
県
三
養
基
郡
み
や
き
町
に

お
い
て
、
視
察
研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

み
や
き
町
の
先
進
事
例
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
12
月
に
境
町
の
若
手
農
業
者
が
研

修
を
行
っ
て
お
り
、
議
会
と
し
て
も
境
町
の

特
産
品
開
発
や
農
業
後
継
者
問
題
対
策
に

つ
い
て
、
ま
た
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
研
修

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
総
務
建
設
農
政
常

任
委
員
会
委
員
６
名
と
議
長
の
合
計
７
名

で
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

み
や
き
町
で
は
「
健
幸
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
施
策
と
し
て
完
全
無
農
薬
国
産
バ
ナ

ナ
を
生
産
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
バ
ナ
ナ
は

「
凍
結
解
凍
覚
醒
法
」
と
い
う
特
殊
な
手
法

を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
無
農
薬
で
の
生
産

が
可
能
と
な
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
疾
病
の
予
防
や
健
康
増
進
に
寄
与

す
る
医
療
を
推
進
す
る
た
め
、
西
洋
医
学
と

東
洋
医
学
を
兼
ね
備
え
た
「
統
合
医
療
」
拠

点
整
備
事
業
と
し
て
、（
仮
称
）
メ
デ
ィ
カ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
み
や
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
自
分
た
ち
の
生
活
習
慣
を
見
直

す
意
識
を
持
ち
、一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く

総
務
建
設
農
政
常
任
委
員
会

視
察
研
修

り
に
取
り
組
み
健
康
を
維
持
増
進
す
る
こ
と

が
出
来
る
環
境
整
備
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
後
継
者
問
題
対
策
と
し
て
、
平
成
13

年
に
「
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
エ
イ
ビ
バ
レ
ッ
ジ

佐
賀
」
を
発
足
し
、「
安
全
で
、
安
心
で
き
る

高
品
質
の
製
品
」
を
生
産
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
平

成
29
年
度
に
は
、
事
業
多
角
化
を
目
指
し
、

イ
チ
ゴ
の
冷
凍
加
工
事
業
を
立
ち
上
げ
、
自

ら
原
料
を
確
保
し
生
産
す
る
た
め
、
収
穫
作

業
が
立
っ
た
ま
ま
定
位
置
で
で
き
る
最
新
鋭

の
回
転
式
イ
チ
ゴ
移
動
栽
培
装
置
を
導
入

し
、
農
業
者
の
労
働
力
負
担
軽
減
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
当
該
施
設
を
利
用

し
て
新
規
就
農
者
の
研
修
を
行
う
こ
と
も
考

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

み
や
き
町
で
は
、
令
和
２
年
１
月
に
女

子
サ
ッ
カ
ー
を
町
づ
く
り
の
中
心
に
据
え
、

「
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
」
を
宣
言
し
、
自

治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
支
援
す
る
企
業

「
リ
タ
ジ
ャ
パ
ン
」
と
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
３
月
末
ま
で
に
「
み
や
き
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
設
立
し
、
15
歳
以
下
の

女
子
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
運
営
、
大
会
等
の
開

催
に
よ
り
町
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
４
月
か
ら
は
全
国
初
の
「
女
子
サ
ッ

カ
ー
推
進
室
」
を
設
置
し
、
２
０
１
１
年

サ
ッ
カ
ー
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本
代

表
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
し
て
優
勝
に
貢
献
し

た
「
海
堀
あ
ゆ
み
」
さ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
政

策
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
全
国
か
ら
サ
ッ
カ
ー
好
き
の

女
子
中
学
生
を
募
集
し
、
将
来
的
に
は
国
体

や
プ
ロ
選
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
選
手
の
育

成
を
目
指
し
、
サ
ッ
カ
ー
人
口
を
増
や
す
と

と
も
に
、
選
手
が
引
退
し
た
後
も
生
活
が
成

り
立
つ
よ
う
、
選
手
自
身
が
直
接
セ
ー
ル
ス

す
る
な
ど
、
自
分
た
ち
で
稼
げ
る
よ
う
な
仕

組
み
を
研
究
し
て
お
り
、
選
手
が
将
来
は
農

業
に
携
わ
る
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
し

て
も
ら
い
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
以
上
の
よ

う
な
官
民
連
携
に
よ
る
各
種
の
施
策
は
、
み

や
き
町
長
の
発
想
に
よ
り
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
更
に
魅
力
あ
る
境
町
と

な
る
た
め
、
今
後
も
調
査
研
究
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
も
広
報
編
集
委
員
会
で
は
、

「
開
か
れ
た
議
会
」を
実
践
す
る
た
め
、住

民
の
皆
様
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い「
紙
面

づ
く
り
」を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

鈴
木　

英
明

　

副
委
員
長　
　

相
良　

昌
宏

　

委　
　

員　
　

飯
田　
　

進

　

委　
　

員　
　

青
木　

輝
明

　

当
委
員
会
で
は
、去
る
２
月
５
日
に
静
岡

県
駿
東
郡
長
泉
町
に
お
い
て
、子
ど
も
・
子
育

て
支
援
施
策
及
び
移
住
・
定
住
施
策
に
つ
い

て
、翌
６
日
に
は
御
殿
場
高
原
リ
ゾ
ー
ト
時

之
栖
に
お
い
て
、御
殿
場
高
原
ワ
イ
ン
工
房
等

の
視
察
研
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

長
泉
町
は
、静
岡
県
東
部
、富
士
山
の
南

東
に
位
置
し
、新
幹
線
及
び
新
東
名
高
速
道

路
に
よ
る
交
通
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
た
町
で
あ

り
ま
す
。ま
た
、多
く
の
町
内
企
業
に
支
え
ら

れ
た
堅
実
な
財
政
基
盤
の
も
と
各
種
子
育
て

施
策
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り「
子
育
て

支
援
が
充
実
し
た
ま
ち
」と
評
価
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

最
初
に
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た「
パ
ル
な

が
い
ず
み
」は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
児
童

館
の
機
能
を
併
せ
持
ち
、商
業
施
設
の
一
角
に

設
置
さ
れ
た
長
泉
町
の
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
で
あ
り
ま
す
。施
設
内
は
、乳
児
ゾ
ー
ン
や

幼
児
ゾ
ー
ン
、ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
等
に
よ
り
大

き
く
体
を
動
か
せ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ゾ
ー
ン
に

分
か
れ
て
お
り
、子
ど
も
の
成
長
過
程
や
年

齢
に
応
じ
た
多
彩
な
遊
び
が
体
験
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、保
育
士
が
一
時
的
に
乳
幼
児
を
預

か
る
保
育
事
業
も
実
施
し
て
お
り
、１
日
最

大
３
時
間
ま
で
預
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

視
察
研
修

て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
子
育
て
を
応
援
し
た

い
人
」と「
子
育
て
を
応
援
し
て
ほ
し
い
人
」

が
会
員
と
な
り
、地
域
全
体
で
育
児
援
助
活

動
を
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
、及
び
子
育
て
相
談
の
窓
口
に
も
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
、中
学
２
年
生
を
対
象

に
将
来
的
な
胃
が
ん
の
予
防
と
生
徒
自
身
の

健
康
管
理
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
事
業
」を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。こ
の
事
業
は
、保
護
者
の
同
意
を
得
た

検
査
希
望
者
を
対
象
に
検
査
を
実
施
し
、結

果
が
陽
性
で
治
療
を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し

除
菌
治
療
費
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、平

成
30
年
度
は
初
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
中
学

２
・３
年
生
を
対
象
に
実
施
し
約
57
％
の
生
徒

が
検
査
を
受
け
、今
年
度
は
約
70
％
の
生
徒

が
検
査
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

長
泉
町
に
お
け
る
定
住
施
策
で
は
、町
で

育
っ
た
若
者
が
大
学
進
学
等
を
き
っ
か
け
に

首
都
圏
や
遠
方
に
転
出
す
る
こ
と
を
抑
制
し
、

町
の
未
来
を
担
う
人
材
と
し
て
定
住
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た「
長
泉
町
定
住
の

た
め
の
新
幹
線
通
学
支
援
補
助
金
」交
付
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。J
R
三
島
駅
か

ら
東
海
道
新
幹
線
を
利
用
し
て
大
学
等
に
通

学
す
る
学
生
に
、新
幹
線
通
学
定
期
券
購
入

費
を
最
大
で
月
額
２
万
円
補
助
す
る
事
業
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
28
年
度
か
ら
は「
長
泉
町
未

来
人
定
住
応
援
事
業
奨
励
金
」と
し
て
、５

年
以
上
継
続
し
て
居
住
す
る
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
方
に
対
し
、大
学
及
び
大
学

院
卒
業
者
に
つ
い
て
は
30
万
円
、短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
、専
門
学
校
の
卒
業
者
に
は

15
万
円
支
給
す
る
事
業
も
開
始
し
、卒
業
後

の
長
泉
町
へ
の
定
住
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

翌
２
月
６
日
に
研
修
し
た
御
殿
場
高
原
リ

ゾ
ー
ト
時
之
栖
で
は
、当
町
に
お
い
て
も
現
在

進
め
て
い
る
ワ
イ
ン
醸
造
所
等
の
視
察
を
行

い
、大
規
模
商
業
施
設
に
お
け
る
集
客
及
び

回
遊
に
つ
い
て
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
今
後
も
先
進
的
施
策
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
へ
の
視
察
研
修
を
行
う

こ
と
に
よ
り
知
見
を
広
げ
、町
執
行
部
と
共

に
子
育
て
支
援
日
本
一の
町
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

長泉町　子育て支援及び移住・定住施策
についての視察
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